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【出題意図】 

 

⾼校卒業程度までの学⼒を基盤とした、「論理的思考⼒」「判断⼒」「表現⼒」を、多⾓的に評価するこ
とを⽬的としている。 

⽇本語の基礎的な能⼒（読解⼒，表現⼒・表記⼒）、資料等の読解⼒及び論理的思考⼒を重視
している。 
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 図 1 か ら 、 防 災 行 政 無 線 や 電 子 メ ー ル な ど 一 般 的 な 情  

報 手 段 が 多 く 使 わ れ て い る 一 方 で 、 手 話 通 訳 や 要 約 筆 記、 

音 訳 ・ 点 訳 な ど 、 障 害 特 性 に 応 じ た 手 段 は 極 め て 少 な い  

こ と が 分 か る 。 ま た 図 2 か ら は 、 人 材 不 足 や 予 算 不 足 、  

関 係 機 関 と の 連 携 不 足 な ど 、 運 用 面 の 課 題 が 大 き い こ と  

が 読 み 取 れ る 。 こ の こ と か ら 、 自 治 体 の 防 災 担 当 者 と し  

て 優 先 的 に 取 り 組 む べ き は 、 ま ず 「 情 報 支 援 人 材 の 育 成  

と 配 置 」 で あ る 。 聴 覚 障 害 者 の た め の 手 話 通 訳 者 ・ 要 約  

筆 記 者 、 視 覚 障 害 者 の た め の 音 声 支 援 員 な ど を 、 防 災 訓  

練 に 組 み 込 む こ と で 平 時 か ら の 実 践 力 を 高 め る べ き で あ  

る 。 さ ら に 、 障 害 者 福 祉 部 門 や 地 域 の 団 体 と 協 力 し て 、  

障 害 特 性 に 応 じ た 個 別 支 援 計 画 を 整 備 し 、 実 効 性 あ る 支  

援 体 制 を 構 築 す る こ と も 必 要 で あ る 。 加 え て 、 手 話 や 字  

幕 、 音 声 な ど 多 様 な メ デ ィ ア を 組 み 合 わ せ た 情 報 発 信 を  

行 う こ と で 、 誰 も が 安 全 に 避 難 で き る イ ン ク ル ー シ ブ な  

防 災 体 制 を 実 現 で き る と 考 え る 。  


